
輸血のための検査マニュアル Ver1.4

（別紙）ABO亜型 鑑別フロチャート（案）



抗A試薬と３＋以下又は部分凝集
（mf）を生じる

抗A1レクチン
と陰性

抗A1レクチン
と弱陽性

NO

YES

異型（適合）
輸血、造血幹細
胞移植がないNO

・輸血、移植による影響の可能性
輸血した製剤の血液型、提供者の血液型
を確認

・血液型キメラの可能性
抗A試薬との反応で一塊の
凝集と背景の濁りが特徴 NO

被検者は
血液疾患では

ない

YES

・A抗原減弱の可能性*
疾患によるABH抗原減弱の可
能性が高い

NO

YES

血漿中にA糖
転移酵素活性
を認めない

YES

YES

・典型的なA3（亜型）の
可能性

NO

・レアタイプなA3
（亜型）の可能性

検査フローA

抗Aによる
被凝集価が
概ね16倍以下

YES

NO

・A2とA3（亜型）の中間型の
可能性

*糖転移酵素活性を認める



抗A試薬と微細な凝集を生じる

抗A1レクチン
と陰性

抗A1レクチン
と弱陽性

NO

YES

異型（適合）
輸血、造血幹細
胞移植がないNO

・輸血、移植による影響の可能性
輸血した製剤の血液型、提供者の血液型
を確認

・血液型キメラの可能性
抗A試薬との反応で一塊の
凝集と背景の濁りが特徴 NO

被検者は
血液疾患では

ない

YES

・A抗原減弱の可能性
疾患によるABH抗原減弱の可
能性が高い

NO

YES

血漿中にA糖
転移酵素活性
を認めない

YES

YES

・Ax（亜型）*
1の可能性

※専門機関へ要相談

NO

検査フローB

抗Aによる
被凝集価が
概ね4倍以下

YES

NO

・A3又はAx（亜型）の可能性
※専門機関へ要相談

（補足）

*1

O型血清（抗A,B）との反応
が抗A試薬よりも強い



抗B試薬と３＋以下又は部分凝集
（mf）を生じる

スライド法で
の凝集開始
時間が遅い

NO

YES

異型（適合）
輸血、造血幹細
胞移植がないNO

・血液型キメラの可能性
抗B試薬との反応で一塊の凝
集と背景の濁りが特徴

被検者は
血液疾患では

ない

YES

・B抗原減弱の可能性*
疾患によるABH抗原減弱の可
能性が高い

NO

血漿中にB糖
転移酵素活性
を認めない

YES

YES

・典型的なB3（亜型）の
可能性

NO

・レアタイプなB3
（亜型）の可能性

検査フローC

抗Bによる
被凝集価が
概ね16倍以下

YES

NO

・BweakとB3（亜型）の
中間型の可能性

・輸血、移植による影響の可能性
輸血した製剤の血液型、提供者の
血液型を確認

*糖転移酵素活性を認める



抗B試薬と微細な凝集を生じる

YES

異型（適合）
輸血、造血幹細
胞移植がないNO

・輸血、移植による影響の可能性
輸血した製剤の血液型、提供者の
血液型を確認

被検者は
血液疾患では

ない

YES

・B抗原減弱の可能性
疾患によるABH抗原減弱の可
能性が高い

NO

血漿中にB糖
転移酵素活性
を認めない

YES

YES

・Bx（亜型）*
1の可能性

※専門機関へ要相談

NO

検査フローD

抗Bによる
被凝集価が
概ね4倍以下

YES

NO

・B3又はBx（亜型）の可能性
※専門機関へ要相談

（補足）

*1

O型血清（抗A,B）との反応
が抗B試薬よりも強い

スライド法で
の凝集開始
時間が遅い

NO

・血液型キメラの可能性
抗B試薬との反応で一塊の凝
集と背景の濁りが特徴



オモテA型でウラ（抗B）の反応が弱い
又は無い

YES

反応時間延長、
検体量増量でも

陰性NO

・通常のA型
規則抗体の抗B抗体価が低い

抗Bによる吸
着解離試験

YES

・A型、ウラ抗Bの反応が弱い
被検者赤血球にB抗原を認めない
ため、本質的にはA型

陰性

血漿中にB糖
転移酵素活性
を認める

陽性

YES

・A1Bm（亜型）の可能性*
1

検査フローE

造血幹細胞移
植歴はない

NO

・移植による影響
移植の影響により抗Bが検出
されない

NO

・A1Bel（亜型）の可能性
※専門機関へ要相談

唾液中にB型
物質を認める

YES

NO

（補足）

*1

B（AB）の混在割合が1％以下のA/B又は
A/ABキメラの可能性は否定できない

（注）ABH非分泌型の場合は、
A1Bmにおいても型物質を認め
ない場合もある



オモテB型でウラ（抗A）の反応が弱い
又は無い

YES

反応時間延長、
検体量増量でも

陰性NO

・通常のB型
規則抗体の抗A抗体価が低い

抗Aによる吸
着解離試験

YES

・B型、ウラ抗Aの反応が弱い
被検者赤血球にA抗原を認めない
ため、本質的にはB型

陰性

血漿中にA糖
転移酵素活性
を認める

陽性

YES

・AmB（亜型）の可能性*
1

検査フローF

造血幹細胞移
植歴はない

NO

・移植による影響
移植の影響により抗Aが検出
されない

NO

・AelB（亜型）の可能性
※専門機関へ要相談

唾液中にA型
物質を認める

YES

NO

（補足）

*1

A（AB）の混在割合が1％以下のB/A又は
B/ABキメラの可能性は否定できない

（注）ABH非分泌型の場合は、
AmBにおいても型物質を認め
ない場合もある



オモテO型でウラ（抗B）の反応が弱い
又は無い

YES

反応時間延長、
検体量増量でも

陰性NO

・通常のO型
規則抗体の抗B抗体価が低い

抗Bによる吸
着解離試験

YES

・O型、ウラ抗Bの反応が弱い
被検者赤血球にB抗原を認めない
ため、本質的にはO型

陰性

血漿中にB糖
転移酵素活性
を認める

陽性

YES

・Bm（亜型）の可能性*
1

検査フローG

造血幹細胞移
植歴はない

NO

・移植による影響
移植の影響により抗Bが検出
されない

NO

・Bel（亜型）の可能性
※専門機関へ要相談

唾液中にB型
物質を認める

YES

NO

（補足）

*1

Bの混在割合が1％以下のO/Bキメラの可
能性は否定できない

（注）ABH非分泌型の場合は、
Bmにおいても型物質を認めな
い場合もある



オモテO型でウラ（抗A）の反応が弱い
又は無い

YES

反応時間延長、
検体量増量でも

陰性NO

・通常のO型
規則抗体の抗A抗体価が低い

抗Aによる吸
着解離試験

YES

・O型、ウラ抗Aの反応が弱い
被検者赤血球にA抗原を認めない
ため、本質的にはO型

陰性

血漿中にA糖
転移酵素活性
を認める

陽性

YES

・Am（亜型）の可能性*
1

検査フローH

造血幹細胞移
植歴はない

NO

・移植による影響
移植の影響により抗Aが検出
されない

NO

・Ael（亜型）の可能性
※専門機関へ要相談

唾液中にA型
物質を認める

YES

NO

（補足）

*1

Aの混在割合が1％以下のO/Aキメラの可
能性は否定できない

（注）ABH非分泌型の場合は、
Amにおいても型物質を認めな
い場合もある
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